
Ⅳ　教育活動状況



1．大学院

（1）学生数（定員含む）� 平成 26 年 5 月 1 日現在

DC1 DC2 DC3 DC4 合計

定員 24 24 24 24 －

学生数計 34 22 17 20 93

女性（内数） 17 9 4 9 39

外国人留学生（内数） 15 11 7 7 40

� 平成 27 年 5 月 1 日現在

DC1 DC2 DC3 DC4 合計

定員 24 24 24 24 －

学生数計 19 33 22 17 91

女性（内数） 10 16 9 4 39

外国人留学生（内数） 11 15 11 7 44

（2）入学者数（社会人学生・留学生受け入れ状況含む）
①入学定員

選抜方法
定員

平成 26 年度 平成 27 年度

社会人入試 若干名 若干名

外国人特別選抜 上限 4 名 上限 4 名

自学部外（日本人）特別選抜 上限 4 名 上限 4 名

国費外国人留学生の優先配置を伴う特別プログラム 5 名 5 名

入学定員総数 24 名 24 名

②入学者数等

平成 26 年度 平成 27 年度

応募学生数 39 27

うち留学生数 18 19

うち自大学出身者数 12 3

うち他大学出身者数 27 24

うち社会人学生数①（企業等を退職した者） 5 4

うち社会人学生数②（現職者で社会人入試を受験した者） 0 0

入学者数 32 20

うち留学生数 13 12

うち自大学出身者数 12 2

うち他大学出身者数 20 18

うち社会人学生数①（企業等を退職した者） 5 4

うち社会人学生数②（現職者で社会人入試を受験した者） 0 0
注）平成 27 年度 4 月入学者および 10 月入学者
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（3）研究生・科目等履修生・特別聴講学生等受入状況

区分
人数＊

平成 26 年度 平成 27 年度

研究生 6 6

科目等履修生 0 0

特別研究学生 2 1

特別聴講学生 0 0

＊その年度（4 月〜翌年 3 月）に在籍した学生の実数

（4）各種支援採用者数（LP各種事業，TA，TF，RA）

制　度
人数

平成 26 年度 平成 27 年度

博士課程教育リーディングプログラム奨励金制度 32 35

博士課程教育リーディングプログラム科学研究費制度 41 35

博士課程教育リーディングプログラム海外派遣支援制度＊ 60 53

博士課程教育リーディングプログラムインターンシップ支援制度 8 20

ティーチング・アシスタント（TA）＊＊ 124 126

ティーチング・フェロー（TF）＊＊ － 12

リサーチアシスタント（RA）＊＊ 19 15

国費外国人留学生の優先配置を伴う特別プログラム 5 5

＊�国際学会での成果発表，海外のフィールドでの疫学活動（「海外疫学演習」），海外機関との共同研究（「海外共同研究演習」）等における支援
者数を示す

＊＊（　）内は博士課程教育リーディングプログラム等による採用者数を示す。

（5）入学料・授業料免除適用者数

区分 時期 申請者数 全額免除 半額免除 1/4 免除 不許可

入学料免除

平成 26 年度
前期 11 0 7 4

後期 0 － － －

平成 27 年度
前期 1 0 1 0

後期 0 － － －

授業料免除

平成 26 年度
前期 39 20 19 0

後期 42 17 25 0

平成 27 年度
前期 39 12 27 0 0

後期 39 13 26 0 0

（6）就職説明会・キャリアパスセミナー
①就職説明会
　「2．学部（14）就職説明会実施状況」を参照
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②キャリアパスセミナー

実施日 実施者（所属）

H26. 4.21 山本　岳先生（日本たばこ産業株式会社　たばこ中央研究所）

H27. 4.13 奥野良信先生（財団法人大阪大学微生物病研究会観音寺研究所）

H27. 7.15 伊東大介先生（ブリストル・マイヤーズ株式会社）

H27. 8. 7 坂元芳匡先生，木村恵理先生，齊藤　学先生（国際協力機構（JICA））

H27.10. 7 渡邊真治先生（国立感染症研究所）

H27.11.19 菊池栄作先生（農林水産省）

H28. 1.15 高菅卓三先生（株式会社島津テクノリサーチ）

（7）博士課程修了者数
①学位取得者数

修了状況
人数，％

平成 26 年度 平成 27 年度

学位取得者総数（A）
（単位取得退学者を含む） 16 15

在学期間短縮修了者（B）
（3〜4 年未満） 2 3

標準修業年限修了者（C）
（4 年） 13 11

在学期間超過者
（4 年を超過） 1 0

単位取得退学者
（退学後 1 年以内取得） 0 1

標準修業年限内修了率
（（B＋C）/A） 93.8％ 93.3％

②博士課程教育リーディングプログラム修了者数

リーディングプログラムの名称
修了年度

平成 26 年度 平成 27 年度

One Health に貢献する獣医科学グローバルリーダー育成プログラム 1 2

One Health に貢献する獣医科学グローバルリーダー育成プログラム　人獣
共通感染症対策専門家養成コース 6

One Health に貢献する獣医科学グローバルリーダー育成プログラム　ケミ
カルハザード対策専門家養成コース 1

合計 1 9
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（8）修了者の進路状況� 平成 26 年度修了者（単位修得退学者 2 名を含む）

就職先 人数 具体的な進路

地方／国家公務員 0

博士研究員・研究員 8
北海道大学獣医学研究科，北海道大学人獣共通感染症リサーチセンター，
山口大学，国立精神神経医療研究センター，ウィスコンシン大学マディソ
ン校（アメリカ）

大学教員 3 ザンビア大学（ザンビア），ゴンダール大学（エチオピア），プトラマレー
シア大学（マレーシア）

民間企業・団体等 5
武田薬品，持田製薬，ダーレー・ジャパン，日本食品分析センター，Na-
tional Agricultural Research Organization. National Livestock Resources 
Research Institute.（ウガンダ）

大動物・小動物臨床 0

その他 2 未定

合計 18

� 平成 27 年度修了者（単位修得退学者 2 名を含む）

就職先 人数 具体的な進路

地方／国家公務員 0

博士研究員・研究員 11
北海道大学獣医学研究科，北海道大学人獣共通感染症リサーチセンター，
大阪大学微生物病研究所，理化学研究所，Qtest Labs（アメリカ），CI-
ToxLAB（ハンガリー）

大学教員 3 北海道大学，鹿児島大学，カセサート大学（タイ）

民間企業・団体等 0

大動物・小動物臨床 0

その他 1 未定

合計 15

（9）学位論文一覧
①課程博士� 平成 26 年度，平成 27 年度

学位授与日 氏名 学位論文題目 審査委員

H26.  9.25

李　　景利
The role of sika deer in the transmission of Borrelia 
spp. in Hokkaido, Japan

（北海道における Borrelia spp. の伝播に対する鹿の役
割）

主査　教　授　坪田　敏男
副査　教　授　大橋　和彦
副査　教　授　苅和　宏明
副査　准教授　下鶴　倫人
副査　川端　寛樹（国立感染
症研究所）

池田　貴子

Development of the new protocol for habitat modeling 
of urban red fox to improve Echinococcus multilocu-
laris control strategy

（エキノコックス症対策のための都市型アカギツネ生息
地モデリング法の開発）

主査　教　授　片倉　　賢
副査　教　授　苅和　宏明
副査　教　授　坪田　敏男
副査　講　師　坂本健太郎

Nozyechi 
Ngulube �

Chidumayo

Studies on the antigenic characteristics of tick-borne 
flaviviruses and their application

（ダニ媒介性フラビウイルスの抗原性状の解析と応用）

主査　教　授　苅和　宏明
副査　教　授　大橋　和彦
副査　准教授　好井健太朗
副査　講　師　長谷部理絵

JESCA �
NAKAYIMA

Molecular epidemiological study of protozoan and oth-
er zoonotic diseases from two countries in Africa

（アフリカ 2 か国における原虫ならびにその他の人獣共
通感染症の分子疫学的研究）

主査　教　授　杉本　千尋
副査　教　授　大橋　和彦
副査　教　授　片倉　　賢
副査　教　授　鈴木　定彦
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学位授与日 氏名 学位論文題目 審査委員

H26.  9.25

中村　鉄平

Analysis of mast cells in the neonatal ovary of MRL/
MpJ mice ─ unique immune cells participating in ear-
ly follicular development ─

（MRL/MpJ マウスの新生子期卵巣に出現する肥満細胞
の解析　─初期卵胞形成に参加する特異な免疫細胞─）

主査　教　授　昆　　泰寛
副査　教　授　木村　和弘
副査　准教授　永野　昌志
副査　准教授　市居　　修
副査　教　授　佐々木宣哉

（北里大学）

YARED �
BEYENE �

YOHANNES

Levels and Effects of Organochlorine Pesticides and 
Heavy Metals in Aquatic Ecosystem from the Rift Val-
ly Region, Ethiopia

（エチオピア・リフトバレーにおける有機塩素系農薬と
重金属による汚染状況の解明と水圏生態系への影響評
価）

主査　教　授　石塚真由美
副査　教　授　坪田　敏男
副査　准教授　池中　良徳
副査　特任講師　野見山　桂

（愛媛大学）

LIM �
SUE YEE

Application of contrast-enhanced ultrasonography in 
diagnosis of canine pancreatic disease

（犬の膵疾患の診断における造影超音波検査の応用）

主査　教　授　滝口　満喜
副査　教　授　葉原　芳昭
副査　客員教授　賀川由美子
副査　教　授　山﨑　真大

（岩手大学）

H26.12.25 中村小百合
Genetic and pathogenetic diversity of fowl glioma-in-
ducing viruses

（鶏のグリオーマ誘発ウイルスの遺伝子および病原性の
多様性）

主査　教　授　木村　享史
副査　教　授　昆　　泰寛
副査　教　授　大橋　和彦
副査　准教授　落合　謙爾

（岩手大学）

H27.  3.25

姜　　成植

Studies on in vitro production of bovine embryos: ef-
fects of penicillamine, hypotaurine and epinephrine on 
fertilization and individual embryo culture on blasto-
cyst development

（牛の体外胚生産に関する研究：ペニシラミン，ハイポ
タウリンおよびエピネフリンが受精に与える影響と個
別胚培養が胚盤胞発生に与える影響）

主査　教　授　木村　享史
副査　教　授　坪田　敏男
副査　准教授　永野　昌志
副査　名誉教授　髙橋　芳幸

木村　純平

Studies on molecular pathogenesis of murine autoim-
mune glomerulonephritis ─ an early sign to the pro-
gression of chronic kidney disease indicated by injured 
podocytes ─

（自己免疫性糸球体腎炎モデルマウスの分子病態に関す
る研究─慢性腎臓病の早期進行サインとしての足細胞
傷害─）

主査　教　授　昆　　泰寛
副査　教　授　滝口　満喜
副査　教　授　木村　享史
副査　准教授　市居　　修

邱　　永晋
Epidemiological and bioinformatical analyses of tick-
borne pathogens

（マダニ由来病原体に関する疫学ならびに生物情報科学
的解析）

主査　教　授　杉本　千尋
副査　教　授　大橋　和彦
副査　教　授　伊藤　公人
副査　准教授　山岸　潤也

黒田　　誠 Roles of TIM-1 in filovirus entry into cells
（フィロウイルスの細胞侵入における TIM-1 の役割）

主査　教　授　髙田　礼人
副査　教　授　澤　　洋文
副査　教　授　鈴木　定彦
副査　教　授　東　　秀明

境　　瑞紀
Studies on the virulence factor involved in the patho-
genicity in tick-borne encephalitis virus infection

（ダニ媒介性脳炎ウイルス感染における病原性発現に関
与するウイルス側因子に関する研究）

主査　教　授　苅和　宏明
副査　教　授　澤　　洋文
副査　准教授　好井健太朗
副査　講　師　長谷部理絵

佐々木隼人

Study of genetic background-dependent diversity of 
renal failure caused by the tensin2 gene deficiency in 
the mouse

（マウスのテンシン 2 遺伝子欠損に起因する腎障害にお
ける遺伝学的背景の影響に関する研究）

主査　教　授　安居院高志
副査　教　授　昆　　泰寛
副査　准教授　森松　正美
副査　准教授　市居　　修

チャンケウ　�
カンジャナ

Characterization of antimicrobial resistant Escherichia 
coli isolated from food producing-animals in Thailand

（タイの食料生産用動物から分離された薬剤耐性大腸菌
の性状解析）

主査　教　授　鈴木　定彦
副査　教　授　東　　秀明
副査　准教授　磯田　典和
副査　准教授　中島　千絵

─ 171 ─



学位授与日 氏名 学位論文題目 審査委員

H27.  3.25 宮本　　亮 神経系における硫化水素産生機序の解明
主査　特任教授　伊藤　茂男
副査　教　授　葉原　芳昭
副査　教　授　木村　和弘
副査　准教授　乙黒　兼一

H27.  9.25

Siriporn 
Kongsoi

Studies on Salmonella Typhimurium DNA gyrase and 
the impact of gyrA mutations to quinolone susceptibili-
ty

（Salmonella Typhimurium が有する DNA ジャイレー
スの性状と A サブユニット遺伝子上の変異のキノロン
剤感受性への影響）

主査　教　授　鈴木　定彦
副査　教　授　東　　秀明
副査　准教授　磯田　典和
副査　准教授　中島　千絵

Ruchirada �
CHANGKWANYEUN

Studies on DNA gyrases of Campylobacter jejuni as 
the target of quinolones

（ キ ノ ロ ン 剤 の 標 的 と し て の Campylobacter jejuni 
DNA ジャイレースの性状）

主査　教　授　鈴木　定彦
副査　教　授　東　　秀明
副査　准教授　磯田　典和
副査　准教授　中島　千絵

Sarad �
PAUDEL

Studies on genotype and diagnosis of tuberculosis in 
Asian elephants (Elephas maximus) of Nepal

（ネパールのアジアゾウにおける結核の遺伝子型別およ
び診断に関する研究）

主査　教　授　坪田　敏男
副査　教　授　鈴木　定彦
副査　教　授　苅和　宏明
副査　准教授　中島　千絵

Chukwunonso 
Onyemaechi 

Nzelu

Molecular epidemiological study of Leishmania and 
sand fly vectors

（リーシュマニアおよび媒介昆虫サシチョウバエに関す
る分子疫学的研究）

主査　教　授　片倉　　賢
副査　教　授　苅和　宏明
副査　教　授　鈴木　定彦
副査　准教授　加藤　大智

田村　友和
Studies on the molecular basis of pathogenicity of clas-
sical swine fever virus

（豚コレラウイルスの病原性の分子基盤に関する研究）

主査　教　授　迫田　義博
副査　教　授　大橋　和彦
副査　教　授　苅和　宏明
副査　准教授　岡松　正敏

H27.12.25

大菅　辰幸

Application of evaluation of left atrial phasic function 
via time-left atrial area curve analysis based on two-di-
mensional speckle tracking echocardiography in canine 
heart disease

（2D Speckle Tracking 心エコー図法による時間─左心
房断面積曲線解析を用いた左心房相機能評価の犬心疾
患への応用）

主査　教　授　滝口　満喜
副査　教　授　稲葉　　睦
副査　教　授　葉原　芳昭
副査　講　師　大田　　寛

日尾野隆大
Studies on the ecology and mechanism of interspecies 
transmission of avian influenza viruses

（鳥インフルエンザウイルスの生態および異種宿主間伝
播機構に関する研究）

主査　教　授　迫田　義博
副査　教　授　堀内　基広
副査　教　授　髙田　礼人
副査　特任教授　喜田　　宏

H28.  3.25

岡川　朋弘
Studies on T-cell exhaustion mediated by immunoin-
hibitory receptors in chronic infections in cattle

（牛の慢性感染症における免疫抑制受容体を介した T
細胞の疲弊化に関する研究）

主査　教　授　大橋　和彦
副査　教　授　鈴木　定彦
副査　教　授　迫田　義博
副査　准教授　今内　　覚

嶋田　圭祐
A study of micronucleated hepatocytes detection in 
the liver micronucleus assay using young adult rats

（成熟ラットを用いた肝臓小核試験における小核を有す
る肝細胞の検出に関する研究）

主査　教　授　安居院高志
副査　教　授　稲波　　修
副査　教　授　石塚真由美
副査　准教授　森松　正美

直　　亨則
Studies on virulence determinants of highly pathogenic 
avian influenza viruses

（高病原性鳥インフルエンザウイルスの病原性決定因子
に関する研究）

主査　教　授　髙田　礼人
副査　教　授　澤　　洋文
副査　教　授　大橋　和彦
副査　教　授　迫田　義博

永井　克尚

Effects of ovarian reserve estimated with antral follicle 
counts on maturational ability and fertilizability of in 
vivo- and in vitro-grown oocytes in cattle

（胞状卵胞数を指標とした牛卵巣予備能が体内および体
外発育卵子の核成熟能および受精能に与える影響）

主査　教　授　片桐　成二
副査　教　授　昆　　泰寛
副査　教　授　坪田　敏男
副査　准教授　永野　昌志
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学位授与日 氏名 学位論文題目 審査委員

H28.  3.25

丸山　隼輝
Characterization of envelope glycoproteins of unisolat-
ed bat-derived viruses

（コウモリ由来ウイルスの表面糖タンパク質の性状解
析）

主査　教　授　髙田　礼人
副査　教　授　澤　　洋文
副査　教　授　東　　秀明
副査　教　授　苅和　宏明

Mohamed 
Abdallah 
Mohamed 
Moustafa

Molecular investigation of tick-borne diseases in Hok-
kaido wildlife

（北海道の野生動物におけるダニ媒介性感染症の分子疫
学研究）

主査　教　授　坪田　敏男
副査　教　授　杉本　千尋
副査　准教授　今内　　覚
副査　准教授　下鶴　倫人

矢野　沙織 雌マウスの同系統雄に対する忌避行動における鋤鼻系
とエストロゲンの寄与

主査　教　授　葉原　芳昭
副査　教　授　片桐　成二
副査　准教授　永野　昌志
副査　准教授　下鶴　倫人
副査　講　師　坂本健太郎

足立　真実 犬血管肉腫における治療標的分子の検索と末梢血血管
内皮前駆細胞数変動の観察

主査　教　授　滝口　満喜
副査　教　授　木村　享史
副査　准教授　佐藤　耕太
副査　准教授　高木　　哲

②論文博士

学位授与日 氏名 学位論文題目 審査委員

H26.  9.25 木戸　伸英
ヒゼンダニ（Sarcoptes scabiei）に感染した野生ホンド
タヌキ（Nyctereutes procyonoides）の疫学調査，血清
生化学的性状および治療法に関する研究

主査　教　授　坪田　敏男
副査　教　授　大橋　和彦
副査　教　授　片倉　　賢
副査　教　授　滝口　満喜

H27.  9.25 金平　克史

Molecular epidemiology and pathogenicity of animal 
influenza viruses isolated in Japan

（日本で分離された動物インフルエンザウイルスの分子
疫学と病原性に関する研究）

主査　教　授　迫田　義博
副査　教　授　大橋　和彦
副査　教　授　髙田　礼人
副査　准教授　岡松　正敏

H28.  3.25

福井　大祐

Control of emerging infectious diseases between 
free-ranging wildlife and captive animals in a zoo by 
diagnostic methods, epidemiological surveillances and 
biosecurity measures

（動物園における野生動物と飼育動物の新興感染症の診
断，疫学調査およびバイオセキュリティ対策による制
御）

主査　教　授　坪田　敏男
副査　教　授　大橋　和彦
副査　教　授　苅和　宏明
副査　教　授　滝口　満喜

青島　圭佑

Studies on epigenetic reprogramming of germ cells in 
mice

（マウス生殖細胞におけるエピジェネティックリプログ
ラミングに関する研究）

主査　教　授　木村　享史
副査　教　授　澤　　洋文
副査　教　授　堀内　基広
副査　准教授　市居　　修

川原　史也

Parasitological analyses of Eimeria infections in do-
mestic animals and the development of molecular 
methods for species discrimination

（家畜におけるアイメリア感染の寄生虫学的研究と種鑑
別のための分子生物学手法の開発）

主査　教　授　杉本　千尋
副査　教　授　片倉　　賢
副査　教　授　大橋　和彦
副査　准教授　山岸　潤也
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2．学部

（1）北海道大学・帯広畜産大学共同獣医学課程の教員構成� 平成 27 年 5 月 1 日現在

職名 北海道大学 帯広畜産大学 合　計
教授 18（0） 26（0） 44（0）
准教授 14（0） 9（1） 23（1）
講師 5（1） 2（0） 7（1）
助教 27（14） 13（1） 40（15）

合計 64（15） 50（2） 114（17）

（2）学生数（定員含む）
①学年別学生数� 平成 26 年 5 月 1 日現在

1 年次 2 年次 3 年次 4 年次 5 年次 6 年次 合計
定員 40 40 40 40 40 －
学生数計 36 43 42 41 41 40 243
女性（内数） 16 15 17 14 18 15 95
外国人留学生（内数） 0 0 0 1 0 0 1

注）1 年次学生数は 2 年次に獣医学部進学が決定している総合教育部所属学生数を示す。

� 平成 27 年 5 月 1 日現在

1 年次 2 年次 3 年次 4 年次 5 年次 6 年次 合計
定員 40 40 40 40 40 －
学生数計 37 41 46 39 41 43 247
女性（内数） 15 19 16 16 14 18 98
外国人留学生（内数） 0 0 0 0 1 0 1

注）1 年次学生数は 2 年次に獣医学部進学が決定している総合教育部所属学生数を示す。

②入学年度別学生数� 平成 26 年 5 月 1 日現在

入学時期 入学者数 1 年次 2 年次 3 年次 4 年次 5 年次 6 年次 退学・除籍等
平成 26 年度入学 36 ＊ 36 ＊

平成 25 年度入学 42 42
平成 24 年度入学 42 1 41
平成 23 年度入学 40 1 38 1
平成 22 年度入学 42 3 39
平成 21 年度入学 42 2 37 3
平成 20 年度以前入学 3 3

合計 211 0 43 42 41 41 40
＊ 1 年次学生数は 2 年次に獣医学部進学が決定している総合教育部所属学生数を示す。

� 平成 27 年 5 月 1 日現在

入学時期 入学者数 1 年次 2 年次 3 年次 4 年次 5 年次 6 年次 退学・除籍等
平成 27 年度入学 37 ＊ 37 ＊

平成 26 年度入学 40 40
平成 25 年度入学 43 1 42
平成 24 年度入学 42 4 38
平成 23 年度入学 40 1 38 1
平成 22 年度入学 42 3 39
平成 21 年度以前入学 4 4

合計 211 0 41 46 39 41 43
＊ 1 年次学生数は 2 年次に獣医学部進学が決定している総合教育部所属学生数を示す。
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（3）入学者選抜の種類，志願者数，定員，入学者数

年度 入試区分 入学志願者数 定　員 学部別入試 総合入試

平成 26 年度

一般入試（前期） 116 20 22

一般入試（後期） 127 15 14

帰国子女入試 0 若干名（内数） 0

私費外国人入試 0 若干名（内数） 0

総合入試理系 1） 3,064 5 5（1,098）＊

平成 27 年度

一般入試（前期） 98 20 22

一般入試（後期） 119 15 15

帰国子女入試 1 若干名（内数） 0

私費外国人入試 1 若干名（内数） 0

総合入試理系 1） 3,043 5 5（1,098）＊

＊総合入試による入学者数のカッコ内数値は，総合入試（理系）合格者数（1 年次）を示す。

（4）出身高校の所在地（総合入試の学生を含む）

都道府県
人数（2 年次進級時期）

都道府県
人数（2 年次進級時期）

平成 26 年 4 月 平成 27 年 4 月 平成 26 年 4 月 平成 27 年 4 月

北海道 3 3 大阪府 1 4

青森県 1 兵庫県 1 2

岩手県 奈良県 2 1

宮城県 3 和歌山県

秋田県 1 鳥取県 1

山形県 島根県 1

福島県 2 岡山県

茨城県 4 広島県 1 2

栃木県 3 山口県

群馬県 1 徳島県 1

埼玉県 1 香川県

千葉県 1 愛媛県

東京都 2 5 高知県

神奈川県 2 2 福岡県 1

新潟県 佐賀県 1 1

富山県 2 長崎県 1

石川県 熊本県 1

福井県 2 大分県

山梨県 宮崎県 2 1

長野県 鹿児島県 1

岐阜県 1 沖縄県 1

静岡県 5 その他

愛知県 3 3

合計 43 41
三重県 1 2

滋賀県

京都府 2 2
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（5）学生の在籍期間の分布と平均

卒業までの在籍期間
人数

平成 26 年度 平成 27 年度
6 年 35 37
7 年 1 4
8 年以上 2 0
卒業者数合計 38 41
卒業までの平均年数 6.24 6.10 年
標準修業年限内卒業率 83.3％ 88.1％

（6）卒業に必要な単位数・進級要件� 平成 27 年度入学者

科目区分 2 年進級 4 年進級 5 年進級 卒　業
一般教養教育科目 32 46 46 46
専門科目 － 79 ＊ 120 ＊ 154
　獣医学コアカリキュラム（必修） － 79 ＊ 120 ＊ 144
　アドバンスト科目（必修） － － － 6
　選択科目（アドバンスト科目（選択）を含む） － － － 4

合　計 32 125 166 200
＊短期現地実習を除く

（7）教室配属学生数（当該年度に 5年次進級した学生数）

教室名
人数

平成 26 年度 平成 27 年度
解剖学 0 1
生理学 1 1
生化学 3 1
薬理学 1 3
微生物学 3 3
感染症学 3 3
寄生虫学 2 2
実験動物学 1 3
獣医内科学 3 3
獣医外科学 2 2
比較病理学 2 3
繁殖学 3 1
臨床分子生物学 1 3
先端獣医療学 3 2
公衆衛生学 3 3
放射線学 2 2
毒性学 3 3
野生動物学 3 1
獣医衛生学 2 1

合計 41 41

─ 176 ─



（8）獣医学部に進学した総合入試（理系）による入学者のGPA

年度 最低〜最高
GPA

理系総合入試学生の
平均 GPA

進学可能な理系
総合入試学生数

平成 26 年度 3.63〜3.88 2.67 1,070
平成 27 年度 3.64〜3.93 2.66 1,057

（9）平成 27 年度 2年次進級の獣医学部生（H26 年度に学部別入試で入学した者）の全学教育のGPA平均値

年度 学期
全学教育科目の

GPA 平均値 備考
獣医学部平均 全学部平均

平成 26 年度
1 学期 2.59 2.50 H26 年度 2 年次進級者（H25 年度に学部別入試

で入学した者）の値2 学期 2.46 2.45

平成 27 年度
1 学期 2.78 2.53 H27 年度 2 年次進級者（H26 年度に学部別入試

で入学した者）の値2 学期 2.63 2.47

（10）獣医学部生（1年次）の全学教育のGPA平均値と TOEFL-ITP の平均値
� 平成 27 年度 1 年次学生

年度
TOEFL-ITP の平均値

獣医学部平均 全学部平均
平成 26 年度 524.31 481.89
平成 27 年度 517.38 484.54

（11）卒業論文研究内容の原著論文としての公表状況� 平成 27 年度卒業者

年度 卒業者数
公表原著論文数

（％：卒業生に対する割合）
英語 邦文 合計

平成 26 年度 38 8 0 8（21.1）
平成 27 年度 41 10 0 10（24.4）

（12）授業料免除適用者数（学部 2〜6年次）
年度 区分 申請者数 全額免除 半額免除 1/4 免除 不許可

平成 26 年度
前期 21 8 9 2 2
後期 27 7 14 3 3

平成 27 年度
前期 28 13 8 6 1
後期 29 11 9 7 2

（13）奨学金貸与・受給状況
①日本学生支援機構

年度 貸与区分 2 年次 3 年次 4 年次 5 年次 6 年次

平成 26 年度
一種 7 7 5 6 2
二種 6 10 3 6 4

平成 27 年度
一種 8 6 5 5 6
二種 4 6 10 4 6

※ 2〜5 年次は当該年度の適格認定対象者，6 年次は当該年度 3 月満期者（貸与奨学金返還確認名簿）に記載の学生を計上
※併用貸与者を含む
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②民間等奨学金

年度 財団名 給与・貸与の別 金額（円）

平成 26 年度

北海道大学クラーク記念財団 貸与 50,000

森下育英会 給与 25,000

竹中育英会 給与 80,000

春秋育英会 給・貸 25,000

井上育英会 貸与 30,000

富山県奨学生 貸与 51,000

茨城県奨学生 貸与 40,000

平成 27 年度

北海道大学クラーク記念財団 貸与 50,000

森下育英会 給与 25,000

竹中育英会 給与 80,000

春秋育英会 給・貸 25,000

井上育英会 貸与 30,000

富山県奨学生 貸与 51,000

茨城県奨学生 貸与 40,000

井上育英会 貸与 30,000

（14）就職説明会実施状況

年度 開催日 説明会名称，実施団体名 参加学生数 備考

平成 26 年度

H26.  5.21 アニマルメディカルセンター 3

H26.  5.29 エルザ動物病院 2

H26.  5. 9 獣医学部地方自治体等合同就職説明会 47 農水省，都道府県等を対象
とし，毎年実施

H26.  7.11 （財）　軽種馬育成調教センター 3

H26.  7.23 大分県中津市（家畜診療所） 0

H26.  7.31 ダクタリ動物病院　京都医療センター 11

H27.  1.21 全農家畜衛生研究所 3

H27.  2.20 家畜改良センター新冠牧場 6

H27.  3.  5 日本たばこ産業株式会社 8

平成 27 年度

H27.  4.  7 大正製薬 14

H27.  4.17 住友化学株式会社 7

H27.  5.12 獣医学部地方自治体等合同就職説明会 40 農水省，都道府県等を対象
とし，毎年実施

H27.  5.26 エルザ動物病院 5

H27.  6.15 もりやま犬と猫の病院 5

H27.  7.  3 アニマルメディカルセンター
あいち犬猫医療センター 4

H27.  7.16 長屋動物医療センター 0

H27.10.  8 青森県 3

H28.  2.  8 全農家畜衛生研究所クリニックセンター 2

H28.  3.14 日本たばこ産業株式会社 5
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（15）卒業者数・卒業者の進路状況
①獣医学部卒業者の就職率

平成 26 年度 平成 27 年度

卒業者数 38 人 41 人

就職希望者数 30 人 28 人

就職者数 30 人 26 人

就職率 100％ 92.9％

②獣医学部卒業者の就職先等� 平成 26 年度

就職先等 人数 具体的な進路

国家公務員 3 農林水産省，厚生労働省，経済産業省

地方公務員 9 福島県，茨城県，神奈川県，愛知県，滋賀県，兵庫県，長崎県，沖縄県，旭川市

企業・団体・研究機関 11
農業・食品産業技術総合研究機構　動物衛生研究所，大日本住友製薬，共立製
薬，フジタ製薬，エルザクライス，イオンペット，海遊館，アニコム損害保険，
The Boston Consulting Group，AHB，関西テレビ放送

大動物臨床 3 北海道ひがし農業共済組合，ゆうべつ牛群管理サービス，千軽種馬育成調教セン
ター（BTC）

小動物臨床 4 北海道（1），東京都（1），神奈川県（1），京都府（1）

進学 3 北海道大学，東京大学，京都大学

その他 5 JICA 青年海外協力隊（2），獣医師国家試験準備，未定（2）

� 平成 27 年度

就職先等 人数 具体的な進路

国家公務員 1 農林水産省

地方公務員 7 愛知県，兵庫県，愛媛県，広島県，旭川市，大阪市，佐世保市

企業・団体・研究機関 9 全国農業協同組合連合会，家畜改良センター，兼松，第一三共，大正製薬，中外
医科学研究所，日本たばこ産業，猛禽類医学研究所，東京大学

大動物臨床 3 北海道ひがし農業共済組合，福島県農業共済組合，千葉県農業共済組合連合会

小動物臨床 6 神奈川県（1），京都府（1），大阪府（4）

進学 7 北海道大学（6），酪農学園大学（1）

その他 8 臨床研修獣医師（2），JICA 青年海外協力隊，起業予定，就職活動中（2），研究
生，大学院受験準備　他

（16）国家試験合格率（新卒者）

卒業時期
北海道大学 全国平均

受験者数 合格者数 合格率 受験者数 合格者数 合格率

平成 26 年度（H27.3） 38 34 89.5％ 1,009 856 84.8％

平成 27 年度（H28.3） 41 34 82.9％ 1,009 888 88.0％
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3．FD開催状況

年度 回目 日時 趣旨・タイトル 講演者・講師 人数

平成 26 年度

1 平成 26 年 5 月 1 日（木）
16：30〜18：00

獣医学研究科新 Web サイ
ト更新方法講習会

獣医学研究科准教授
株式会社 WEB サクセス 36

2 平成 26 年 5 月 7 日（水）
15：00〜16：30

獣医学研究科・人獣共通感
染症リサーチセンター　職
員研修

獣医学研究科の担当教員 29

3 平成 26 年 5 月 28 日（水）
16：30〜

国際認証プログラム取得に
向けて

獣医学研究科教授
帯広畜産大学准教授 2 名

（現状の問題点と諸外国プ
ログラムの紹介）

54

4 平成 26 年 7 月 11 日（金）
16：30〜 VetOSCE 実施について 岐阜大学教授

日本獣医生命大学教授 43

5 平成 26 年 10 月 3 日（金）
16：00〜17：00

外国人留学生指導─ミス
マッチの予防と問題別対応
のポイント─

国際本部カウンセラー 41

6 平成 27 年 2 月 13 日（金）
16：00〜17：00

メンタルヘルス FD「自殺
予防対策・不登校学生への
対応

保健管理センターカウンセ
ラー －

平成 27 年度

1 平成 27 年 5 月 11 日（月）
15：00〜16：30

獣医学研究科・人獣共通感
染症リサーチセンター　職
員研修

研究科の各担当組織 27

2 平成 27 年 6 月 12 日（金）
14：00〜15：00

VET-OSCE に 関 す る FD
講習会

（帯広にも配信）
日本獣医生命大学教授 20

3 平成 27 年 7 月 15 日（水）
17：00〜18：00

Vet-OSCE 及 び CBT の 実
施に向けて

帯広畜産大学教授，講師
獣医学研究科教授 －

4 平成 28 年 1 月 29 日（金）
16：00〜17：15

研究倫理に関する講演会
「遺伝子組換えからゲノム
編集へ：動物の遺伝的改変
の科学的，倫理的考察」

安全衛生本部 34

5 平成 28 年 3 月 11 日（金）
16：00〜17：15

研究アウトリーチに関する
FD

「研究者のアウトリーチ活
動とは？」

秋山記念生命科学振興財団 28

帯広畜産大学との共同 FD実施状況

年度 日時開催場所 テーマ 人数

平成 26 年度 平成 27 年 3 月 2 日（月）〜3 日（火）
幕別町「グランヴィリオホテル」

獣医学共用試験準備状況，国際認証取得に向けて
の進捗状況報告，共同課程の問題点，改善点

教員 88 名
事務 4 名

平成 27 年度 平成 28 年 3 月 3 日（木）〜4 日（金）
栗山町「ホテルパラダイスヒルズ」

国際認証とそれに伴うカリキュラム変更，参加型
臨床実習，学習コンテンツの充実・スキルスラボ
の設置，アドバンスト演習，CBT と OSCE につ
いて

教員 74 名
事務 6 名

─ 180 ─


